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筏 流 し
10月に開催する「全国川サミットin肱川」にあわせ、「川に親しむイベソト」

を繰り広げています。

手作り筏で肱川下りに挑戦しました。 (7月17日 肱川分校の筏流し）

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

慢全国川サミッ トin肱川特集N・・・2
慢鹿野）11夏まつり .....................3 

優消防団夏季幹部訓練・・・・・・・・・・.....4 

優防災週間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

層お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..8 

慢社協だより................・・・・・・・・・・・11 

~9 月のカレンダー・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・ • 18

＝森林組合だより＝

優夏場伏せ込み現地研修会報告• •• 12

卍記念には木を植えてみませんか！ ・・・13 

＝公民館報＝

浸明老大学開講式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・14

唖川上地区小学校水泳大会·…… •• 16

~ASUKA青年団だより・ ・ ・・・・・・・ 17

人口 3,2 1 7人 (+5)

男 1,539人 (+2)

女 1,678人 (+3)

世帯数 1,048描 (+8)

（平成11年7月31日現在）



前。⑬。⑱ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 醐麟 (2)

「
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

．m
肱
川
」

の
開
催
が
、
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
(
+
月
十
五
日
ー
十
七

日）
町
で
は
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を

一
過
性
の
も
の
に
す
る
こ
と
な

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
幅
広

く
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得

て
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
行
事
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
「
川
に
親
し
む
イ

ベ
ソ
ト
」
と
し
て
、
大
洲
高
校

肱
川
分
校
と
肱
川
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
こ
の
夏
、
自
然
と
親

し
み
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心

と
、
み
ん
な
が
助
け
合
い
協
力

す
る
心
を
養
お
う
と
、
手
作
り

筏
で
の
肱
川
下
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

悶全国川サミッ

特報
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七
月
十
七
日
（
士
）
、
大
洲
高

校
肱
川
分
校
の
生
徒
が
肱
川
下

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

昨
年
、
同
校
の
創
立
五
十
五

周
年
記
念
行
事
と
し
て
初
め
て

行
わ
れ
、
今
年
は
全
校
行
事
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

高
砂
の
河
原
か
ら
大
洲
市
柚
木

ま
で
の
区
間
（
約
二
十
km)
を、

朝
出
発
し
て
か
ら
お
よ
そ
約
七

時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
六
班
に
分
か
れ
、

途
中
の
ポ
イ
ソ
ト
で
交
代
し
な

が
ら
筏
に
乗
っ
て
川
を
下
り
、

目
的
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

日
頃
、
私
た
ち
は
川
の
風
景

を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
逆
に
川

►

川
サ
ミ
ッ
ト
の
の
ぼ
り
を

掲
げ
て
出
発
◄

◇g
◇
肱

川

分

校

◇g
◇

か
ら
眺
め
る
景
色
も
新
鮮
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

肱
川
中
学
校
三
年
生
も
八

月
五
日
（
木
）
、
筏
流
し
を
体

験
し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
キ
ャ
ソ
プ
活
動

に
併
せ
て
行
わ
れ
、
中
野
小

学
校
前
か
ら
高
砂
河
原
ま
で

の
区
間
（
約
二
km)
を
、
四
人

ず
つ
が
乗
り
込
み
、
計
十
一

の
筏
で
肱
川
を
下
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
筏
は
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ダ
ス

缶
や
ポ
リ
容
器
、
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
を
浮
力
材
に
用
い
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
の
ア

イ
デ
ア
の
こ
も
っ
た
も
の
で
し

こ。f
 し
か
し
中
に
は
、
筏
が
流
れ

に
お
さ
れ
て
岩
に
ぶ
つ
か
り
、

◇g
◇
肱
川
中
学
校
◇
g
◇

次回の 『川に親しむイペント』
※期日 9月10日（金）

※場所高砂河原

0午後 1時～ 『筏下り』

（昔の本物の筏を再現）

0午後4時～5時 『野点』

（肱川分校生徒によるお点前披露）

0午後 5時 『肱川を語るタベ』

0午後6時 『夜神楽』（山鳥坂鎮縄神楽）

続
行
不
能
と
な
り
、
通
り
か
か
っ

た
他
の
筏
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
川
を
泳
い
だ
り
し
て
ゴ
ー

ル
に
着
く
生
徒
も
い
ま
し
た
。

急
流
に
い
ど
む



(3)前。＠。領） 思いやりの心を育て

金魚すくいは、いつも人気です

雨の中で熱唱（カラオケ発表会）

人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 醐麟

今
年
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
は
、

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
逃
げ
る

台
風
8
号
の
影
響
で
時
折
雨
の
う
な
ぎ
を
追
い
か
け
る
子
ど
も

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
。
た
ち
の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

行
事
に
よ
っ
て
は
、
会

場

の

し

た

。

変

更

や

中

止

と

な

る

も

の

も

あ

そ

の

ほ

か

、
く
じ
付
き
も
ち

り
ま
し
た
が
、
肱

川

町

の

夏

を

ま

き

、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、
び
っ

彩
る
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
く
り
市
な
ど
に
は
、
多
く
の
人

れ

ま

し

た

。

が

訪

れ

、
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

あ
ゆ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は

り
大
会
は
、
河

辺

川

の

増

水

の

迫

力

の

「
花
火
大
会
」
で
ま
つ

た
め
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

だ
け
を
対
象
に
、
う

な

ぎ

の

つ

そ

の

ほ

か

夏

ま

つ

り

の

様

子

か
み
ど
り
に
変
更
し
て
特
設
会
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

°‘’’[ 一―-• -← 

ゆ
か
た
姿
も
多
く
み
か
け
ま
し
た



前。c。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 靡鯛(4)

蕊李：ー＝― 9一---`―←-"ヽ--
肱川町のためにガンバレ！

農業委員会だより

七
月
四
日
（
日
）
、
町
民
運
動

場
で
肱
川
町
消
防
団
の
班
長
以

上
の
幹
部
と
新
入
団
員
あ
わ
せ

て
五
十
五
人
が
参
加
し
、

「
夏

季
幹
部
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し

こ。f
 当
日
は
梅
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
晴
れ
間
が
見
え
、
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
が
、
三
瀬
団
長
指
揮

の
も
と
規
律
あ
る
行
動
で
、
訓

練
礼
式
や
実
戦
小
型
ポ
ソ
プ
操

法
を
行
い
ま
し
た
。

農業委員会の新しい体制
鼻』＇

7月21日の臨時総会において、新会長・会長代理が決

まり、新しく 14人の体制でスター トすることになりまし

た。

農地のことなら何でもお気軽にご相談ください。

農業委員担当地区一覧表(H11. 7. 20,..._, 

‘‘,／ 

番号 氏 名 担 当 地 区 備考

1 寺尾秋広 下敷水・敷水・上敷水

2 片山一郎 肱栄・大和・中野

3 土居貞丸 小畑井・萩野尾・汗生・上森山・八重栗

4 山本 ギ早 下嵯餓谷・上嵯餓谷・菟野尾・橡の木領

5 三好一男 白石・影地

6 大田恒子 久保・広常

7 村上正春 協生・共栄

8 山本菊雄 大平・大屋敷•森

， 二村 廣 小藪

10 西本資久 中居谷・嘉城

11 山本茂行 柳 ・郷・市之畦． 瓜生谷

12 吉田三代子 山槌 ・道野尾

13 大森廣幸 町 ・藤野原 ・小倉 ・中津 会長代理

14 冨永 利彦 下鹿野） 1| • 上鹿野） 1| ・京造・見の越・月野尾 会長

「
第
二
分
団
」

宮
尾
充
志

「
第

＿
分
団
」

金
野
友
樹

高
旗
諭
志

曽

根

誠

寺村和
岡田気

孝学誠

※
平
成
十
一
年
度
に
新
し
く
入

団
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

「
第
四
分
団
」

金
田
大
輔
奥
田
博
志

谷
田
大
成
藤
原
孝
行

肱
川
町
消
防
団

「
夏
季
幹
部
訓
練
」

実
施

「
第
三
分
団
」

清
水
満
海
沖
田
修
二

兵

頭

浩

次

兵

頭

徹

宮
川
彰
浩

新入団員の訓練

お父さん
英紀さん

お母さん

久美さん

No.＜伍釦,~ぱ賣

あ

や

か

山
中
彩
香
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成
9
年

6
月

2
日
生

2
歳
2
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
、
ま
ゆ
で

す
。
い
つ
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん

の
後
に
つ
い
て
、
猫
を
追
い

か
け
た
り
、
車
に
乗
っ
て
遊

ん
だ
り
、

と
っ
て
も
元
気
な

女
の
子
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
＜
！

こ
ん
に
ち
は
、
彩
香
で
す
。

外
で
元
気
に
、
遊
ぶ
事
が
大
ス

キ
な
私
。
ち
ょ

っ
び
り
、
や
ん

ち
ゃ
な
私
だ
け
ど
、
よ
ろ
し
く

ね。

お父さん
秀夫さん

お母さん

由起子さん

l! ゅ
上
田
麻
友
ち
ゃ
ん
（
山
槌
）

平
成
9
年

5
月

20
日
生

2

3

カ
月



(5)前。＠。領）

初
め
て
の
体
験
い
か
が
で
し
た
か
？

仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 躙麟

七
月
八
日
（
木
）
、
肱
川
町
内

の
小
学
校
四
年
の
児
童
二
十
四

人
が
、
大
洲
消
防
署
川
上
支
署

に
お
い
て
、
消
防
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
せ
い
か
つ
」
の

授
業
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、

「消
防
署
の
し
く
み
、

火
災
を
防
ぐ
、
消
火
の
し
く
み
、

救
急
や
救
助
に
つ
い
て
」
な
ど

の
項
目
を
、
質
疑
応
答
や
実
際

に
目
で
見
て
手
に
触
れ
な
が
ら

学
習
し
ま
し
た
。

二
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で

し
た
が
、
ポ
ソ
プ
車
・
は
し
ご

車
・
救
急
車
の
試
乗
、
放
水
や

消
防
器
具
の
取
扱
い
な
ど
を
肌

で
体
験
し
、
火
災
の
恐
さ
や
火

災
予
防
の
大
切
さ
、
ま
た
消
防

署
の
仕
事
に
つ
い
て
の
理
解
が

得
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
火
災
予
防
の
大
切
さ
、
命
の

尊
さ
を
知
る
大
人
に
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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七
月
二
十
七
日
（
火
）
、
肱
川

町
公
民
館
で
親
子
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
最
近
子
ど
も
の

肥
満
や
貧
血
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
な
か
、
日
頃
か
ら
運
動
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
予
防
を
図
っ

て
い
こ
う
と
、
教
育
委
員
会
と

保
健
セ
ソ
タ
ー
が
共
催
で
行
っ

た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
二
十
一
人
と
幼
児
九
人
、

保
護
者
十
二
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

初
め
に
、

大
洲
保
健
所
の
三

親
子
の
調
理
実
習

好
里
恵
栄
養
士
に
よ
る
運
動
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
脈
拍
を
と
っ
て
、
目
標

心
拍
数
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
ハ
チ
マ
キ
を
使
っ
て
の

シ
ッ
ポ
取
り
ゲ
ー
ム
や
、
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
鬼
ご
っ
こ
を
し
ま

し
た
。
身
近
な
遊
び
を
通
し
て
、

運
動
に
よ
る
心
拍
数
の
目
安
を

体
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー

の
徳
岡
達
子
栄
養
士
の
指
導
で
、

親
子
で
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
鬼
ご
っ
こ
で
体
を
動
か
す

f
f
f
f
f
f
f
f寸
'
f
f
f
f
f寸
＇
寸
寸
中
ー

f
f
f
f寸
寸
＇
寸

'
f
f寸
'
f
f寸
中
ー

f
f寸＇

今
年
も
、
環
境
美
化
デ
ー
を

八
月
一
日
（
日
）
に
町
内
統
一

日
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
で
、
河
川
や
道
路
な

ど
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

運
動
と
栄
義
を

憂
喜
藍
塁
髪
器
-

'' ．． 

河
川
の
清
掃
（
下
石
丸
で
）

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
試
食
を
行
い
、

終
了
し
ま
し
た
。



前。⑲。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂鯛 (6)

(9月1日は防災の日、 8月30日～9月5日は防災週間］
災害は、いつどこで起こるかまったく予測できません。

だからこそ、身の安全を守るために、日ごろからその備え

を心がけておきたいものです。

も
う

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で

震
度

7
を
記
録
し
た
地
域

で
は
、
住
宅
の
全
半
壊
を

ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の

、
全

体
の
約
六
割
の
家
で
家
具

が
転
倒
し
、
部
屋
全
体
に

散
乱
し
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
食
器
棚
な
ど

は
扉
が
開
い
て
中
の
食
器

類
が
散
乱
し
た
ほ
か
、
冷

蔵
庫
や
ピ
ア
ノ
は
移
動
し

て
し
ま
い

、

テ
レ
ビ
や
電

子
レ
ソ
ジ
が
飛
ぶ
と
い
っ

た
、

日
常
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

建
物
が
無
事
で
も
、

約
六
割
の
家
で

家
具
が
転
倒
、
散
乱

1-

転

無
事
に
避
難
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
室
内
に
安

全
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
と
が
第
一
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
家
具

を
固
定
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

安
全
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
第
一

度
総
点
救

家
が
無
事
で
も
食
器
棚
や
テ
レ
ピ
、

冷
蔵
庫
が
命
取
り
に
な
る

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
負
傷
者
約
四
万
三
千
人
の
中
に
は
、
建

物
に
特
別
な
被
害
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
具
の
転
倒
や
散

乱
に
よ
っ
て
、
逃
げ
遅
れ
た
り
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
し
た
人
が
多
数

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
家
具
が
倒
れ
る
と
、
逃
げ
道
ま
で
ふ
さ
が
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。

倒
し
た
家
具
の
下
敷
き
に

な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、

室
内
が
散
乱
状
態
の
た
め

に
火
災
か
ら
逃
げ
遅
れ
た

り
し
て
し
ま
う
な
ど
居
住

者
の
被
害
も
大
き
く
な
る

の
で
す
。 j~ j~ 

固定方法は、

家具や壁の種類によって工夫しましょう。

食器棚

壁や柱に L字金具て固定

開き戸には止め金具を付ける

中の食器は滑り止めにタオル

などを敷く

”ノ
専用の転倒防止金目もある ：口：

テレビ
なるべく低い位置に

金魚鉢・花瓶などは匿

かない

｀ 

ム

る

ル

寝
ィ

て

フ

る

い

用

張

引

止
を
を

防

プ

ン

散

ー
テ

飛
テ
一

窓

ス

箔

カ

ス

ラ

粘

は

ラ

ガ

や

夜

ガ
・

・ぃ

／

二

／

／

□[
ご

□

柱や壁の中の間柱に

L字金具で固定

横木を渡してもよい

前のめりに倒れてくる

ので前のほうに板を入

れ、壁に寄りかからせる

タンス•本棚

バなるべく壁面に付ける壁に固定てきない場合

は、支え棒て固定

重い物は下に、軽い物

は上に

なるべく空間をつくら

ない すき間はプ ック

エントで固定

[
 
□ 2段重ねの家具は重ね
た境の側面を、並行金

具で連結

4-
ノ ）ポ家具は倒れやすい

安定した家具

高さ：奥行き＝10:4以上

乙



(7)前。⑬。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 躙鯛

血
液
中
に
脂
肪
が
異
常
に
増

加
し
た
状
態
を
高
脂
血
症
と
い

い
ま
す
。
そ
れ
が
長
く
続
く
と

動
脈
硬
化
が
生
じ
、
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
等
C
病
気
を
起
こ
す
よ

う
に
な
っ
て
ぎ
ま
す
。

高
脂
血
症
と
く
に
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
が
あ
る
と
血
管

の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈

着
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
な

る
と
血
管
の
内
腔
は
狭
く
な
り

ま
す
。
脂
肪
が
い
っ
ば
い
つ
ま
っ

て
い
て
、
ブ
ヨ
ブ
ョ
と
軟
ら
か

い
ふ
く
ら
み
を
つ
く
る
の
で
粥

腫
（
じ
ゅ
く
し
ゅ
）
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
心
臓
を
取
り
巻
い

高

脂

血

症

脂肪のとりすぎを防ぐ調理の

でIIビンIいこ-.
●肉の脂身など目に見え ●肉は煮たり炒めたりす

る脂肪はとり除いてか るより、蒸したり網焼

ら調理する。 きにしたりするほうが

●調理中に出た脂はこま 脂肪をカットできる。

めにとり除く。 ●電子レンジや焦げつか

●スープやシチューは ないフライパンなどを

調理のあと冷蔵し、数 上手に利用して、でき

時間たってから表面に るだけ油を使わないよ

固まった脂をすくいと うにする。

る。 ●ト・レッシングやマヨネー

ズは量を控えめに。こ

れらは調味料というよ

り脂肪として考える。

サラダにかけるときの

分量の目安は、 1回大

さじ 1杯(149)以内に。□ 

て
い
る
心
筋
に
酸
素
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
し
て
い
る
動
脈
に

動
脈
硬
化
が
生
じ
れ
ば
、
先
に

の
べ
た
よ
う
に
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
、
脳
の
動
脈
に
生
じ
れ
ば

脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
を
ひ
き
お

こ
す
の
で
す
。

高
脂
血
症
に
は
脂
肪
の
合
成

吸
収
、
肝
臓
や
血
液
中
で
の
代

謝
な
ど
の
過
程
の
中
で
、
先
天

的
な
異
常
が
あ
る
た
め
に
、
血

中
の
脂
肪
が
ふ
え
て
く
る
も
の

と
、
あ
る
種
の
病
気
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
、
薬
剤
な
ど
が

動脈硬化になる過程

旬の野菜で元気をつくろう
カルシウムや鉄分などのミネラル、ビタミン、食物繊維を豊富に含む野菜は、毎日

の健康づくりに欠かせません。毎日、しっかり野菜を食べることは生活習慣病の予防

や夏バテ防止にも効果があります。夏は旬野菜の種類が豊富な時期です。旬の野菜は、

体によくて、味もよく、価格も手ごろ。いろいろな種類の野菜をバランスよく食べて、

元気な体をつくりましょう。

¥ ------1日400_gの野菜の中身
---------

1日のとりたい野菜の量の目安は400g。バラソス

よくとるには、緑黄色野菜100g、淡色野菜200g、い

も類100gの配分で食べるとよいでしょう。

緑黄色野菜は、ホウレソソウやニソジソなどのよう

に色の濃い野菜で、ビタミソA（カロチ‘ノ）の供給源と

なる野菜。カルシウムや鉄、カリウムなどのミネラル、

食物繊維も多いのが特徴です。

淡色野菜は色の薄い野菜で、多い栄養素はビタミン/

C、ミネラル、食物繊維。いも類はエネルギー源にな

るほか、ビタミソB1、Cなども多く含まれます。

原
因
で
血
中
に
脂
肪
が
増
加
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

高
脂
血
症
の
多
く
は
無
症
状

で
す
。
た
だ
、
自
分
の
目
で
血

管
の
中
が
見
え
な
い
の
で
日
頃

か
ら
十
分
予
防
に
心
が
け
る
こ

と
で
す
。

スーパーなどで 1年中出回っているキュ
ウリやキャベツも夏の旬野菜。体にいい成

分も豊富です。サラダなど生で食べるほか、

加熱調理してもおいしく食べられます。

巳）句
だお

キュウリ
■体内の水分•塩分を排出する

夏場は水分を多くとりがちで、

体がむくみやすくなります。キュ

ウリに含まれるカリウムは、体

内の水分の排せつをうながす働

きがあり、むくみの防土：こよい

と言われています。また、カリ

ウムは高血圧の原因となる体内

のナトリウムを排出する働きが

あります。

キャベッ
■胃によいピタミンUを含む
ビタミソCのほか、カルシウ
ムやビタミソB1、B2、カロチ
ソなども多く含まれます。

また、キャベツ特有の成分で

あるビタミソUやでんぷん分解

酵素であるジアスターゼなど、

胃腸障害に効果のある成分も多

く含まれています。



前。⑬。頷） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 霧麟 (8)

戦没者のご遺族の皆さまへ

ー特別弔慰金が支給されます 一

●戦没者死亡当時の三親等内親族で次の要

件を満たす方に特別弔慰金（額面24万円、

6年償還の国債）が支給されます。

①今までに特別弔慰金の受給権を取得した

遺族がいないこと。

②平成11年4月1日において、戦没者の死

亡にかかる公務扶助料や遺族年金等の受

給権者がいないこと。

●請求は平成14年4月1日までです。

●詳しくは、愛媛県庁の保健福祉課または

肱川町の福祉課までお問い合わせくださ

し‘o

瓢闘瓢闘馴IllI町職
1 採用予定人員若干名

2 受験資格

(1) 日本国籍を有する者。

(2)地方公務員法第16条の各号に該当しない者。

(3)昭和51年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれ

た者。

(4)平成11年9月21日現在肱川町に本籍または住所を有し、

採用後肱川町内に居住する者。

3 試験の日時、場所及び発表

(1) 日 時平成11年10月24日（日）午前9時～午後5時

(2)場 所肱川町役場第2会議室

(3)合格発表平成11年11月15日（月）

本人に文書で通知

4 受付期間

平成11年9月1日（水）から平成11年9月21日（火）まで

5 受験手続、その他の問い合わせ先

肱川町役場総務課へ問い合わせてください。

（834-2311) 

自賠責保険（共済）の重要性 ●迅速で適正な支払

ー交通事故被害者の保護・救済ー
運輸省が定型的な支払基準を

定め、適正かつ迅速な支払いを

〈運輸省〉 監督しています。

●重大な過失のみ減額

事故発生に関する被害者の過

■多発する交通事故 して、安全運転に心がけてくだ 失のうち、重過失のみを減額の

さい。 対象としています。

最近10年間に交通事故による 自賠責保険（共済）から生じる

死傷者数は約30％増加し、昨年 運用益の一部は、交通事故によ

はほぼ100万人に達しました。 ■被害者の保護・救済 る脳損傷患者の療護セソターの

これは史上最悪。 自賠責制度は、車社会におけ 運営、交通事故無料法律相談な

そして、自賠責保険（共済）も る交通事故被害者の保護・救済 ど交通事故被害者をサポートす

支払額約9,000億円、支払件数 を目的として、次の仕組みを取 る事業に使われています。

約llO万件で、ともに過去10年 り入れています。

間で約20％増となっています。 ●強制保険制度 ■無保険車に注意
最近の交通事故の特徴は、自 バイク、原付自転車を含め、

動車乗車中の死傷者が全体の約 すべての自動車の保有者に加入 無保険車の運行は罰則の対象

60％を占めていること。 を義務付けることにより、被害 になります。特に車検制度のな

車に乗るときはシートベルト、 者への基本的な損害賠償を保障 いバイク、原付自転車は「期限

チャイルドシートを正しく着用 しています。 切れ」「かけ忘れ」にご注意を！



(9)前。＠。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂躯尋

睾藍 の 騎皐翻

ラジオやテレピで、事前

の情報を正しくつかんで

おきましょう。

門
喜

今
年
も
ま
も
な
く
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

台
風
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

台
風
は
地
震
と
違
い
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
事
前
に
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
日
頃
の
備
え
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

台
風
が
近
づ
く
恐
れ
の
あ
る
と
き
は
、
事
前
に
次
の
よ
う
な
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

に
対
す
る

ス
に
つ
い
て

墨
川上支署

R R ◎ @ R 
保険料は会社員は給料から天引き、
自営業者や学生は自分（世帯）で納めます。

［本人のほか配偶者や世帯tに連帯納付義務］
●滞納分は2年過ぎると権利消失
第2号被保険者（会社員など）は、加入し

ている年金制度を通じて、「給料天引き」

で国民年金の保険料を納付します。第 3号

被保険者（会社員の妻・夫）の国民年金保険

料は、配偶者（扶養者）が加入している年金

制度が負担しています。

一方、第 1号被保険者は、自分で納めな

ければなりませんが、本人が納めることが

難しい場合は、配偶者や世帯主に連帯納付

義務が課せられています。

滞納分は、 2年間が経過すると納めるこ

とができなくなるので気をつけてください。

警察相談は＃ 91 1 0番
事件・事故などの緊急通報は 11 0番

「110番」は事件・事故の緊急通報のための専用ダイヤル
で、通報を受けると直ちに警察官やパトカーが現場に急行

する仕組みになっています。緊急でない相談を110番する

と、緊急の事件や事故への対応が遅れる原因になってしま

います。警察への困りごとなどの相談は、＃9110番です。

※ダイヤル回線の電話からは＃9110番につながりませんの

で、地元の警察総合相談室、または困りごと相談窓口の

加入電話におかけください。周囲の人にも、ぜひ教えて

あげてください。

ハ四ーワーク大訊秘らのお知らせ
事業主の皆さん
9月は「障害者雇用促進月間」です。
障害者の方を一人でも多く雇用しましょう。
障害者の方をハローワークの紹介で雇用され
た場合は、助成金が支給されますのでご活用く
ださい。

詳しいことはお気軽にハローワーク（安定所）
までお問い合わせください。

ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所） TEL24-3191 



前。＠。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 闊麟 (10)

介護サーピスをうけるには
町に申請をし、認定をうける必要があります。

認定申請の受付は、平成11年10月からはじまります。

被保険者

介護が必要に
なったら

申

請

本人または家族による．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

/ 

自 ． 立
介護保険によるサービスは
うけられませんが、市町村

独自の保健福祉サービスが
うけられる場合があります。

※認定結果に不服があ
るときは、都道府県
に設置される介護保
険審査会に申し立て
ることができます。

市 町 村
ヽ
＇ 

訪問調査 審査判定
市町村職員等

介護認定審査
による心身の

会で介護サー
状況などの調

ビスが必要か
査

どうか、必要
とすればどれ

医師の＿⇒くらい必要な
意見書 のか審査判定

かかりつけ医
等からの医学
的な意見

認要介護度（要
支援・要介護
1~5)等の認

疋
-→ 定結果を通知

サービス

の提供

必要な在宅サービスや

施設サービスの利用

介護サービス計画の作成

（居宅介護支援事業者）

要介護度に応じて、介護支援

専門員が本人や家族の意見を

ふまえた介護サービス計画を

作成（自分でつくることも可）

＼ 



(11)前。＠。座） 舘 OJ) 鯛麟

社協会費納入のお願い
戎邸戎岱故院改淀戎防故邸戎院改防戎防戎宮改

会を以的 め祉の福をと町
費支上な社ての福祉基す 民雙
をぇ‘福協いま祉活礎るの云
基るこ祉がまち活動と民皆福
本財れ団民すづ動なし間さ祉
的源ら体間°くにどて福ん盟
財はのでの りよ各‘祉を受
源社活あ自 をり分在団合豆
と協動る主 進福野宅体貝、

町老連合同研修旅行

ーしまなみ海道・宮島参拝の旅一

肱
川
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
、
毎

年
恒
例
の
合
同
研
修

旅
行
を
七
月
六
日
、

七
日
と
一
泊
二
日
の

日
程
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
し
ま
な

み
海
道
の
開
通
も
あ

り
広
島
県
方
面
を
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
今

ま
で
に
な
い
総
勢
一

一
七
人
と
い
う
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
、

大
型
バ
ス
三
台
で
の

出
発
と
な
り
ま
し
た
。

社゚
協
た
よ
り

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定
め
、

部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の

お
願
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
会
費
の
年
額
に
つ
い

て
、
七
月
の
常
会
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
三

0
0円

を
四

0
0円
に
改
定
し
ま
し
た

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す。
一
日
目
堀
江
港
よ
り
阿
賀
港

へ
渡
り
、
最
初
の
目
的
地
で
あ

る
広
島
縮
景
園
に
到
着
。
庭
園

を
散
策
し
た
後
、
車
窓
よ
り
原

爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
一
行
は
、

今
回
の
宿
泊
地
で
あ
る
安
芸
の

宮
島
へ
渡
り
ま
し
た
。

「
こ
の

地
へ
は
初
め
て
来
た
。
」
と
い

う
人
も
あ
れ
ば
、

「
俺
は
八
回

目
」
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
宿
へ
荷
物
を
置
き
、

一
日
目
最
後
の
目
的
地
で
あ
る

厳
島
神
社
へ
と
足
を
運
ぶ
。
途

中
記
念
写
真
を
撮
り
厳
島
神
社

参
拝
。
身
を
清
め
て
本
殿
前
で

， 

膨II町社会福祉協議会

B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松

山

市

石

岡

ナ

ミ

子

様

影

地

岩

田

博

様

広

常

香

川

清

茂

様

の
参
拝
で
は
、
今
回
の
旅
の
安

全
と
健
康
で
い
ら
れ
る
幸
を
祈

ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、。カ
参
拝
を
終
え
一
行
は
宿
泊
先

「
宮
島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
へ

戻
り
、
さ
っ
そ
く
お
風
呂
に
入

ら
れ
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
海
が
見
え

て
景
色
が
え
え
の
う
。
」
な
ん

て
話
を
し
な
が
ら
、
六
時
よ
り

お
楽
し
み
の
宴
会
で
す
。

中
居
会
長
よ
り

「今
日
は
ゆ
っ

く
り
休
ま
れ
て
体
調
万
全
で
明

日
の
し
ま
な
み
海
道
に
臨
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
野
副
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
を
し
宴
に
入
り
ま
し
た
。
宴

に
入
る
や
さ
っ
そ
く
あ
ち
こ
ち

で
酒
盛
。
し
ば
ら
く
す
る
と
歌

謡
、
ソ
ョ
ー
が
始
ま
り
、
自
慢
の

歌
声
又
踊
り
等
を
披
露
さ
れ
あ
っ

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

と
い
う
間
の
宴
会
で
し
た
。

翌
日
は
早
朝
よ
り
宮
島
か
ら

宮
島
口
ま
で
船
で
渡
り
、
今
回

の
研
修
旅
行
の
メ
イ
ソ
で
あ
る

し
ま
な
み
而
道
へ
向
け
て
出
発

で
す
。
い
く
つ
も
の
島
々
に
か

か
っ
た
橋
を
見
て
、

「
今
の
エ

事
の
技
術
は
進
ん
だ
な
あ
。
」

と
感
心
さ
れ
る
人
も
い
れ
ば
目

に
焼
き
付
け
る
よ
う
に
景
色
を

楽
し
ん
で
い
る
人
も
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
一
行
を
乗
せ
た

バ
ス
は
、
生
口
島
の
一
般
道
を

走
り
、
西
日
光
耕
三
寺
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
本
堂
ま
で
か
な

り
距
離
が
あ
っ
た
が
、
皆
ん
な

元
気
に
歩
き
参
拝
を
終
え
て
バ

ス
に
乗
り
人
数
確
認
。
二
人
程

行
方
不
明
。
無
事
見
つ
か
り
一

安
心
。昼
食
の
後
、
い
よ
い
よ

世
界
一
の
斜
張
橋
で
あ
る

多
々
羅
大
橋
を
通
行
、
そ

の
高
大
さ
に
皆
さ
ん
は
ア

然
と
し
た
。
一
行
は
大
島

と
今
治
を
結
ぶ
来
島
海
峡

大
橋
等
を
経
由
し
肱
川
へ

の
帰
路
と
な
っ
た
。

皆
さ
ん
の
日
頃
の
行
い

が
良
い
せ
い
か
天
気
は
良

好
、
そ
の
上
病
気
や
ケ
ガ

―
つ
な
く
元
気
で
帰
町
で

き
た
の
は
何
よ
り
う
れ
し

い
こ
と
で
し
た
。
又
来
年

も
す
ば
ら
し
い
行
程
で
多

多々羅大橋にて 宴たけなわで…

勢
の
ご
参
加
を
頂
き
研
修
旅
行

を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
何
も
出
来
な
か
っ
た

事
務
局
に
対
し
ご
協
力
を
頂
い

た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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去
る
七
月
十
四
日
ー
十
六
日
、

二
十
一
日
ー
ニ
十
三
日
の
六
日

間
、
町
内
の
各
生
産
者
伏
せ
込

み
場
に
於
い
て
椎
茸
種
菌
二
万

個
以
上
植
菌
し
た
生
産
者
六
十

七
名
を
対
象
に
夏
場
伏
せ
込
み

現
場
研
修
会
を
行
い
、
各
伏
せ

込
み
場
及
び
育
成
中
の
ほ
だ
木

を
拝
見
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

〈
本
年
植
菌
ほ
だ
木
〉

ほ
だ
木
の
出
来
方
は
、
原
木

の
性
質
、
伏
せ
込
み
場
の
環
境
、

育
成
管
理
等
に
よ
っ
て
異
な
り
、

ほ
だ
木
の
出
来
方
に
よ
っ
て
椎

茸
の
発
生
量
、
形
態
等
に
差
が

生
じ
ま
す
。

昨
年
秋
の
原
木
黄
葉
は
平
年

よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ
た
が
、

小
雨
乾
燥
と
気
温
の
低
下
で
一

気
に
黄
葉
が
始
ま
り
、
伐
採
適

期
が
分
か
り
や
す
く
期
間
も
長

か
っ
た
。
殆
ど
の
人
が
十
一
月

中
旬
に
伐
採
し
、
そ
の
後
も
小

雨
に
よ
り
原
木
は
表
面
ー
材
内

ま
で
バ
ラ
ソ
ス
良
く
水
分
が
抜

け
て
お
り
四
ー
五
月
の
乾
燥
を

受
け
た
が
、
六
月
か
ら
の
多
雨

各年の平均的な菌糸伸長状態

平成7年[¥!＇／
4~5月は順調な雨があったが
7月中旬以降は乾燥・小雨年

平成8年ご口＇［口//
4 ~ 5月は小雨、 6月多雨、 7月
以降は平年並み年

平成 9年

平成10年

長伸均

園
紐平

森
林
組
合
だ
よ
り

夏
場
伏
せ
込
み
現
地
研
修
会
報
告

に
よ
り
菌
糸
伸
長
は
急
激
に
、

回
復
し
て
昨
年
よ
り
良
好
で
あ

る
。
一
部
玉
切
遅
れ
、
植
菌
遅

れ
等
直
射
日
光
に
よ
る
ニ
マ
イ

ガ
ワ
キ
ソ
、
シ
ト
ネ
タ
ケ
等
の

発
生
は
あ
っ
た
が
全
体
で
は
害

菌
も
少
な
く
、
今
後
、
定
期
的

に
降
雨
が
あ
れ
ば
か
な
り
良
い

ほ
だ
木
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

定
期
的
に
伏
せ
込
み
場
を
巡
回

し
、
笠
木
の
補
充
、
下
刈
り
、

組
み
替
え
等
を
行
っ
て
下
さ
い
。

〈
昨
年
植
菌
ほ
だ
木
〉

当
初
か
ら
原
木
が
生
木
状
態

で
梅
雨
時
期
に
萌
芽
し
て
い
た

原
木
も
多
く
見
ら
れ
た
。

一
年
間
育
成
し
、
材
内
が
未

だ
生
木
状
態
で
害
菌
（
ダ
イ
ダ

イ
タ
ケ
、
キ
ウ
ロ
コ
タ
ケ
等
）

も
目
立
ち
、
「
う
わ
ほ
だ
」
状

態
の
ほ
だ
木
も
多
い
。
今
後
ヒ

ポ
ク
レ
ア
・
ラ
ク
テ
ア
発
生
の

心
配
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

新
ほ
だ
木
か
ら
の
発
生
が
心
配

で
あ
る
。
中
ー
大
径
木
を
中
心

に
天
地
返
し
、
組
み
替
え
を

8

月
下
旬
ま
で
に
実
行
し
ほ
だ
化

の
均
一
化
を
は
か
っ
て
晩
秋
か

ら
の
発
生
に
備
え
て
も
ら
い
た

、0し※
一
ヒ
ポ
ク
レ
ア

・
ラ
ク
テ
ア
一

こ
の
害
菌
は
白
い
小
さ
な
斑
点
と

し
て
現
れ
、
や
が
て
淡
い
ク
リ
ー
ム

色
か
ら
黄
土
色
に
や
り
、
強
い
接
触

伝
染
力
を
持
ち
、
椎
茸
菌
を
殺
し
な

が
ら
伸
長
す
る
の
で
、
発
生
す
る
と

被
害
が
広
が
る
。
「
う
わ
ほ
だ
」
や
、

木
口
に
菌
糸
が
多
く
出
て
い
る
ほ
だ

木
に
付
着
し
や
す
く
、
八
月
頃
か
ら

秋
に
か
け
て
発
生
す
る
。
降
雨
後
は

定
期
的
に
見
回
り
、
発
見
し
た
ら
す

ぐ
取
り
出
し
隔
離
す
る
。
被
害
ほ
だ

木
が
取
り
出
せ
な
い
場
合
は
ピ
ニ
ー

ル
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
等
で
被
害
ほ
だ

木
と
健
全
ほ
だ
木
を
遮
断
し
、
伝
染

を
止
め
る
。

単収増大と良品生産のためのほだ木、ほだ場管理

08月上～下旬（原基作り前の管理）

； 
クギ目入れ・天地返し＋枝打ち・間伐

:、-,

o! 。。口［〗、ロ
09月～10月中旬（原基作り）

“-、ニ ク会‘
:,_._: •一ニミさヽ ‘-;::::___ ̀  ― 

二鳳
積極的な散水、ほだ倒し
などで原基作りを促す

水分を多く含んだ
ほだ木は丈夫な原
基をたくさん作る

原基

しヽき

:
5
5
[

□69 
ぶ
〗
「

2
4

中
認
れ
れ

月

新

2

3

1
 
.
.
.
 

ー

゜

〈
ほ
だ
場
の
準
備
〉

四
ー
五
年
ほ
だ
木
は
廃
ほ
だ

化
、
流
れ
ほ
だ
化
が
目
立
っ
て

い
る
。
健
全
な
ほ
だ
木
と
廃
ほ

だ
木
を
区
別
す
る
た
め
、
ほ
だ

木
整
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
健

全
な
ほ
だ
木
に
は
天
地
返
し
や

ク
ギ
目
入
れ
を
行
い
、
雨
水
を

受
け
や
す
く
し
少
し
で
も
原
基

形
成
前
に
水
分
吸
収
さ
せ
て
お

く
。
散
水
施
設
が
あ
る
所
で
は
、

八
月
中
旬
以
降
に
な
れ
ば
原
基

形
成
前
の
予
備
散
水
を
繰
り
返

す
と
効
果
が
大
き
い
。

ー最低気温

九
ー
十
月
は
ほ
だ
木
に
触
ら

ず
（
二
九

0
号
は
十
月
可
）
適
期

に
短
期
間
で
ほ
だ
起
こ
し
が
出

来
る
様
、
今
の
内
に
ほ
だ
場
の

確
保
、
整
理
、
問
伐
、
枝
打
を

行
い
、
杭
等
も
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
年
伐
採

予
定
原
木
も
確
保
し
、
下
刈
等

を
行
っ
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

残
暑
で
暑
く
な
り
そ
う
で
す
が
、

健
康
管
理
に
気
を
付
け
、
又
、

安
全
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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記念には、木を植えてみませんか！
林業改良指導員 渡邊邦彦

・・・・・・・..安全祈願には．．．．．．．．．

ナナカマド
7回かまどに入れても燃えにくいので、この名前が付いたと言われています。火難を避けるとして、さ

まざまな安全祈願に植えてみてはどうですか。
花言葉は「安全」。秋の紅葉の美しさと、赤い実をたくさんつけて小鳥を呼び集めることから、庭木と

して主に北の地方で愛好されてきました。

植える時期 3~4月 やや日の当たる肥沃な土を好みます。
あまり剪定せず、自然形に育てると良いでしょう。

開花期 5月～ 6月 結実期 9月～11月

サンゴジュ
サソゴのような美しい実をつけることからサ‘ノゴジュと呼ばれます。火に強いことから 「火防（ひぷせ）

の木」の別称をもちます。避難緑地などの防火樹にも用いられています。火災除けの願いを込めて植えて

みてはどうですか。
植える時期 3~4月・ 6月 開花期 6~7月 結実期 9~11月

ヒイラギ
「ひいらぐ（痛い）木」からヒイラギと名前がついたと言われています。葉に鋭いトゲがあり、鬼もこれ

を恐れて侵入しないとか。防犯の木にいいですね。

植える時期 3月～ 4月・ 6月 ・9月 開花期 10~11月 結実期 7月

モモ
古事記に「‘‘イザナギノミコト”がモモの実を投げつけて、災難を逃れた。」とあるように、はるか昔か

ら厄払いのシソボルでした。
植える時期 11月～12月・ 2月～ 3月 開花期 3~4月 結実期 6月

ナンテン
難を転じる木だから、安全祈願にもふさわしいのではないでしょうか。

植える時期 3月～ 4月・ 10月～11月 開花期 6月 結実期 11月～ 2月

r,＇’りヽヽ
9
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-—直亘塁囀＿
優良材生産は直材づくりから．I

県森連市況
平成11年 7月27日市

大洲木市 （単位m'当り．円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マツ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7"i  下［ 
本 389

本本 23 87 8 9 
本 509本 349

8 CJD 本 437 本 606本
4m  13 cm 17,000 12,500 33,900 25,000 悶18 cmcmcm 上上上2 2 , 00 0 
18 CID 18,000 12,000 36,500 32,000 29,000 
24 cm 17.500 11 900 36 000 31 500 34 000 
7 CJD 本 204本 189本 251本 189
8 cm 本 266本 本 359本

3m  

11⑳』i 上［ 

12,800 21,000 
13 cm 21,500 13,700 30,500 23,700 18cm上19,000
18 cm 20,000 15,400 34,200 29,700 24cm上24,000
2 4 cm 17 000 12 500 28 900 21 900 30cm上
7 cm 
本本 一一

本 一
本本 一一

本 一

2m  8 cm 本一 本一
16 cm 301 3 cmcm 上上
30 cm 

6m  
13 cm 25,200 20,500 56,700 45,900 
18 cm 24 200 19 500 50 800 46 600 

特選 153,000 

足 場 lm当たり 円～円

給天候枯打不順材で入荷杉少ないため全材般に売合行良好。
碑考 甜毎＾ ｀給ー船弾保＾

二―-f=--— 、” 
～椎茸市況・

/ ―’●  _ - - ----= 
椎茸生性はクヌギ林造成から．I

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

市売日•••平成11年 7 月 13 日
市売数呈・・1,040ケース 17,210kg 
平均単価 3,119円
銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 2,400 ~ 3,400 目号
大 厚 4,500 ~ 6,000 保 特用中 3,200 ~ 4,600 保
中 厚 6,500 ~ 7,800 強 特用中小 3,200 ~ 4,000 保
中小厚 3,500 ~ 5,000 強 特用小 3,000 ~ 3,600 保
4ヽ 厚 3,500 ~ 4,500 強 大パレ 1,800 ~ 2,500 甜号
大ウス 3,500 ~ 4,500 保 中パレ 2,000 ~ 2,500 酎号
中ウス 4,000 ~ 5,400 保 中小パレ 1,600 ~ 2,000 亜号
中小ウス 3,000 ~ 4,500 保 Ij、パレ 700 ~ 1,000 甜忌
I」ヽウス 2,800 ~ 3,500 保 変 形 1,500 ~ 3,600 号忌
ジャミ 2,000 ~ 3,800 保 色悪ウス 1,000 ~ 2,000 街号
どんこ大 ～ 色悪バレ 300 ~ 600 忌忌
どんこ中 5,400 ~ 7,500 強 ／ド粒ドソコ ～ 

どんこ小 4,500 ~ 5,500 強 スライス 1,000 ~ 3,300 号号

＇言'‘,‘,贔t',ttt9‘,t‘‘J
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明
--------っ=— ＇ ー ←マ 平

成
十
一
年

度
明
老
大
学
の

開
講
式
を
七
月

三
十
日
（
金
）
午

前
九
時
三
十
分

か
ら
行
い
ま
し

た
。
こ
の
明
老

大
学
も
今
年
で

十
五
期
を
迎
え

ま
し
た
。
今
年

の
受
講
者
は
二

十
二
名
で
各
老

t
 、T¥〉

゜受講生のみなさ ん

人
ク
ラ
ブ
か
ら
推
薦
を
受
け
た

方
々
で
す
。

開
講
式
で
は
、
森
助
役
、
福

田
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
中
居

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
あ
い
さ
つ

さ
れ
開
講
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

日
程
は
、
七
月
か
ら
来
年
の
二

月
ま
で
の
月
一
回
、
計
八
回
行

い
、
学
習
内
容
は
、
習
字

・
音

楽
等
勉
強
を
し
た
り
、
軽
い
運

動
を
し
た
り
と
頭
と
体
を
バ
ラ

ソ
ス
よ
く
動
か
し
楽
し
く
学
習

編集 • 発行

肱川町 公 民館
B (0893) 34-2307 

し
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
は
、

開
講
式
の
後
、
す
ぐ
に
学
習
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午
後
の

学
習
は
な
し
と
し
ま
し
た
。
閉

差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会

7
 

七
月
八
、
九
日
の
二
日
間
に
わ
て
い
る
も
の
で
す
。

た
り
、
高
知
市
で
「
第
四
十
六
回
県
民
体
育
館
で
の
開
会
行
事
で

四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会
」
は
「
今
な
お
厳
し
い
差
別
が
あ
る
。

が
開
催
さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら
約
解
決
の
た
め
の
実
践
と
深
く
学
び

五
千
人
の
保
育
関
係
者
、
教
員
、
合
っ
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、

行
政
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
肱
全
体
会
で
は
、
「
豊
か
な
同
和
教

川
町
か
ら
も
四
人
が
参
加
し
ま
し
育
の
内
容
を
確
立
し
よ
う
」
と
大

た

。

会

宣

言

を

採

択

し

ま

し

た

。

こ
の
大
会
は
、
部
落
差
別
を
は
午
後
か
ら
九
日
は
十
五
ヶ
所
の

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
分
科
会
に
分
か
れ
、
実
践
報
告
を

決
を
図
る
教
育
、
啓
発
の
あ
り
方
も
と
に
差
別
の
解
消
に
向
け
て
討

を
研
究
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
議
を
行
い
ま
し
た
。

一「普
通
の
子
」
の
「
い
き
な
り
型
」

非
行
の
前
に
あ
る
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

最
近
の
少
年
非
行
の
特
徴
の
一

つ
と
し
て
、

「
普
通
の
子
」
の

「い

き
な
り
型
」
非
行
が
増
え
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
表
面
上
、
お

と
な
し
く
見
え
る
子
ど
も
、
普
段

問
題
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と
大
人

か
ら
思
わ
れ
て
い
た
子
ど
も
な
ど

が
、
「
い
き
な
り
」
対
教
師
暴
力

や
強
盗
な
ど
と
い
っ
た
非
行
に
走

校
式
を
卒
業
遠
足
と
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
、
肱

川
の
四
季
や
特
産
品
を
紹
介
し

た
映
画
「
風
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る
た
め
に
⑥
一

る
例
が
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
の

「
普
通
の
子
」
で
あ
っ
て
も
、
必

ず
そ
の
前
に
、
心
身
の
不
調
を
訴

え
て
い
た
り
、
些
細
な
こ
と
に
過

剰
に
興
奮
し
た
り
、
周
囲
の
人
に

対
し
て
甚
だ
し
く
攻
撃
的
に
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、
サ
イ
ソ
を
発
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
問
題
は
、

そ
れ
を
親
が
見
逃
し
て
い
る
、
あ

る
い
は
、
気
に
は
な
っ
て
い
る
が

目
を
背
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
懸
念
さ
れ
る
サ
イ
ソ
に
気

付
い
た
時
に
は
、
夫
婦
間
で
じ
っ

く
り
家
庭
で
の
子
ど
も
へ
の
接
し

方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
サ
イ
ソ

の
意
味
を
考
え
て
ほ
し
い
。
子
ど

も
と
会
話
を
交
わ
す
糸
口
を
見
付

け
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら

に
、
必
要
な
場
合
に
は
、
時
機
を

逸
す
る
こ
と
な
く
、
相
談
機
関
、

学
校
の
教
員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ソ

セ
ラ
ー
に
相
談
を
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。

●
深
刻
化
す
る
少
年
非
行

—
戦
後
第
4

の
上
昇
局
面
ー

少
年
非
行
は
、
戦
後
三
回
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
三
回
目
の
ピ
ー
ク
で

あ
る
昭
和
五
十
八
年
以
降
は
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
近
年
、
再
び

量
的
に
も
質
的
に
も
深
刻
化
し
て

き
て
い
る
。
平
成
九
年
の
刑
法
犯

少
年
の
補
導
人
員
は
約
十
五
万
人

に
達
し
（
前
年
比
一
四
％
増
）
、
少

年
人
口
千
人
当
た
り
十
六
人
に
上
っ

て
い
る
。
非
行
の
内
容
を
見
る
と
、

強
盗
等
の
凶
悪
犯
や
恐
喝
等
の
粗

暴
犯
、
薬
物
乱
用
、
性
非
行
の
増

加
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
非
行
の
主
体
に
中
・
高
校

生
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、

「遊
ぶ
金
欲
し
さ
」
を
動
機
と
す

る
非
行
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
周
囲
の
友
人
に
引

き
ず
ら
れ
る
「
模
倣
」
型
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
も
特
徴
的

で
あ
る
。
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大
谷
小
学
校

一
九
九
九
年
度
全
同
教
•
愛
媛
県

同
教
課
題
別
研
究
会
「
子
育
て
と
人

権
（
就
学
前
・
健
康
）
」
が
、
六
月
三

日
（
木
）
！
四
日
（
金
）
ま
で
、
松
山
市

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
、
二
分
散
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
猶
原
寿
彦
全
同
教
事

務
局
長
の
基
調
提
案
の
後
、
「
部
落

差
別
に
対
す
る
心
の
叫
び
」
と
題
し

て
、
愛
媛
県
土
居
町
同
和
教
育
推
進

委
員
江
口
い
と
さ
ん
の
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

江
口
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
、
ご

主
人
が
戦
死
さ
れ
て
か
ら
、
数
々
の

苦
労
の
中
で
二
人
の
お
子
さ
ん
を
立

派
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
ご
長
男
の

就
職
試
験
で
の
差
別
、
職
場
で
の
差

別
、
結
婚
差
別
や
お
孫
さ
ん
の
誕
生

会
の
差
別
等
の
中
か
ら
、
差
別
を
は

ね
返
す
強
い
精
神
力
が
植
え
つ
け
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
自
身
が

部
落
差
別
と
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
半
生

を
切
々
と
語
ら
れ
る
凛
と
し
た
お
姿

に
、
母
と
し
て
人
間
と
し
て
の
強
さ

を
感
じ
、
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す。

好

栄

美

子

二
日
目
は
、
子
規
記
念
博
物
館
を

会
場
に
し
た
第
二
分
散
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

子
ど
も
の
環
境
の
中
で
の
育
ち
ゃ
‘

友
達
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
つ
集

団
っ
く
り
等
の
実
践
活
動
に
つ
い
て
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
低
学
年

の
各
先
生
方
の
問
題
提
起
を
も
と
に
、

研
究
協
議
、
意
見
交
換
が
熱
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

文
部
大
臣
の
諮
問
を
受
け
て
昨
年

六
月
に
、
第
十
六
期
中
央
教
育
審
議

会
か
ら
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
答
申
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
幼
児
期

か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
連
携
し
た
取
組
の
大
切

さ
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
教
育
課
題
で
あ
る
「
い
じ

め
・
不
登
校
」「
学
級
崩
壊
」
の
解

決
の
た
め
に
も
同
和
教
育
の
果
た
す

役
割
は
大
ぎ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
達
大
人
の
一
人
一
人
が

人
権
惑
覚
を
磨
ぎ
変
わ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
へ
の
同
和
教
育
の
一
歩
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
同
和

教
育
の
取
組
の
重
要
性
を
痛
感
し
、

研
修
を
深
め
た
二
日
間
で
し
た
。

全
同
教
課
題
別
研
究
会
に
参
加
し
て 、,`‘

愛媛県歴史文化博物館からのお知らせ

落合恵子講演会
自分を生きる…それぞれが、
それぞれの 「色」に輝いて

平成11年9月26日（日）
開演13: 30 開場13:00 

愛媛県歴史文化博物館
多目的ホール

定員300名（先着順）

入場無料
ただし入場整理券が必要です

■あて先 愛媛県歴史文化博物館
振興課生涯学習係

〒797-8511
東宇和郡宇和町卯之町4丁目11番地2
T E L (0894) 62-6222 

■お申込み方法
往復はがぎに講師名（落合恵

子）と明記し、住所、氏名、年

齢、電話番号をご記入の上、当

館までお申し込み下さい。（往
復はがき 1枚で4名様までお申
し込みできます。なお、2名以
上でお申し込みされる場合は、

全員の氏名、年齢を必ずご記入
下さい。）

返信用はがきに印刷の上、入

場整理券として返送させて頂き
ます。

■締切
平成11年 9月21日（火）必着
（ただし、定員になり次第締

め切らせて頂きます。）

前の中でのカラオケ発表
伐・

鹿
野
川
夏
ま
つ
り
協
賛
、
文
化
協
会
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
を
、
八
月
七
日
（
土
）
、
午
後
五
時
か
ら
鹿
野
川
駅

前
の
特
設
会
場
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
雨
が
ぱ
ら
っ

き
傘
を
さ
し
て
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
な

さ
ん
、
元
気
に
歌
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

一

昨
年
の
四
月
、
新
入
生

の
数
が
激
減
し
て
い
る
の

~

に
驚
き
ま
し
た
。
三
年
生

四
十
四
名
、
二
年
性
四
十

七
名
に
対
し
て
新
入
生
は

ち
~

二
十
三
名
な
の
で
す
。

O

た

~

も
竺
い
地
域
の
よ
う
に
子
ど
も
が
い
な
く

て
、
し
か
も
、
生
ま
れ
て
く
る
望
み

ど
~

子
~

ぅ
｝
も
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
す
。
中
学

歌
ご
枚
と
し
て
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い

こ

・
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

~
 

気
~
元
二
地
域
に
根
付
く
教
育
」
と
よ
く
言

中
i

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

「
肱
川

町
に
人
が
根
付
く
教
育
」
と
は
っ
き

の
[

雨

~~
り
狙
い
を
も
つ
内
容
に
変
え
ま
し
た
。

亡
毎
日
の
教
育
活
動
の
中
で
そ
の
こ
と

丁
を
意
識
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う

i

わ
け
で
す
。

i

活
動
の
一
っ
と
し
て
、
肱
川
町
と

芦
因
連
の
あ
る
諸
氏
を
講
師
と
し
て
肱

~
川
町
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ

亡
し
い
ま
す
。
今
ま
で
の
講
師
と
そ
の

｝
内
容
は
、
一
回
肱
川
町
長
大
野
和
氏

~
「
風
お
こ
し
に
か
け
る
肱
川
町
へ
の

T

熱
い
思
い
」
、
二
回
肱
川
町
社
会
教

~
育
課
バ
ソ
ト
ッ
ク
氏
「
私
が
、

な
ぜ

T

肱
川
町
に
」
、
三
回
肱
川
町
建
設
課

｝
大
井
章
裕
氏
「
家
族
と
と
も
に
肱
川

亡
町
民
と
な
っ
た
私
」
、
四
回
鹿
野
川

f

ダ
ム
所
長
金
山
武
志
氏
「
肱
川
町
と

ご
鹿
野
川
ダ
ム
」
。

i

次
回
は
「
肱
川
町
と
山
鳥
坂
ダ
ム
」

~
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
に

~
は
「
勉
強
し
て
帰
っ
て
お
い
で
肱
川

~
町
へ
」
と
語
り
か
け
よ
う
と
も
思
っ

~
て
い
ま
す
。

一

［ーファインダ―履叫

肱
川
町
に
根
付
け
1

人
材
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川上地区小学校水泳大会

川上地区小学校水泳大会が、 7月23日（木）、中野小学校プー

ルで開催されました。大谷小学校の中塚竜介君が選手宣誓を行

い、競技が始まりました。子どもたちは、友だちゃ保護者の方

からの声援を受けながら日頃の練習の成果を発揮していました。

結果は次のとおりです。
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■川上地区小学校水泳大会記録

ヽ

学 男 子 女 子 学 男 子 女 子
種目

順 氏
種目

順 氏年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考 年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

1冨永和宏 l'29”7 中野 山内亜理紗 l'36”5 中野 1山崎裕仁 45"0 河辺 山下 舞 53"6予子林
100 m フ 5 0 m フ

リ 2藤田隆志 1,44”o 予子林 東 昌代 1'39" 5 予子林 バタ リ 2 浅井 萌 54"1 正山
自由形 I フライ I 

3井脇翔乎 l'55" 7 河辺 田中史織 l'52’'9 河辺 3 

1 中野尋由輝 l'52”5 中野 松岡佐也加 1'43”o 中野 1冨永和宏 1 7’'3 中野 中岡恵美 1 7" 3 正山
100 m フ フ

リ 2清水康秀 l'5 7”3 河辺 清家沙穂 1'49"7 中野 リ 2藤田隆志 19"0 予子林 大森喜美代 1 7”5 予子林
平泳ぎ I | 

3 伊藤美雪 1'so"o 予子林 2 5 m 3 中岡敦志 19"2 正山 山下彩香 17"9 正山

1丸山裕介 1'18"6 中野 宮田さゆり ]'09"3 予子林 自由形 4 1 竹田 翼 20"5大谷 中居真梨奈 19" 5 中野
7 5 m フ

百個人メ リ 2梅木孝之 l'21”3 河辺 冨永奈々美 1'15"9 中野 2 山田翔馬 2 1”0 正山 三瀬万美子 20" O 予子林
ドレー I 下

3中塚竜介 l'22"1 大谷 山下彩香 1'18" 1 正山 3松本尚也 21”o 中野 山根裕子 21 " 6 中野

1宮岡聖也 41”O 大谷 中岡恵美 38"2 正山 1笹木真吾 27"9 中野 沖野文香 26"2 大谷
フ 2 5 m 4 

年
リ 2二宮健太 43"5 中野 高田佳奈江 39"8 大谷 以 2 高尾勇太 28"1 大谷 亀田瑠梨 26"7 中野
I 平泳ぎ 下

5 0 m 3中岡敦志 44"1 正山 大森喜美代 40"7 予子林 3 中野貴由希 29"8 中野 三瀬美憂 36"2 中野

自由形 1高尾勇太 43"5 大谷 亀田瑠梨 43"1 中野 1山崎裕仁 20"4 河辺 松本沙矢加 22"3 中野
4 2 5 m フ
年
2 山田翔馬 48" 4 正山 中居真梨奈 46" 1 中野 バタ リ 2二宮健太 20"9 中野 東 昌代 22"8 予子林以
下 フライ l 
3中田雅也 52”l 正山 三瀬万美子 47" 4 予子林 3 宮岡聖也 20"9 大谷 山下 舞 23"3予子林

1丸山裕介 52”1 中野 冨永奈々美 47"3 中野 1河辺小 2'24”9 予子林小 2'1 7”o 
5 0 m フ 150 m 

リ 2中野尋由輝 52”5 中野 松岡佐也加 48"8 中野 メドレー 2中野小 2'32”5 中野小 2'20”1 
平泳ぎ I リレー

3清水康秀 52’'8 河辺 伊藤美雪 50"7 予子林 3大谷小 2'43”3 河辺小 2'31”7 

1大野拓朗 50”9 予子林 清家沙穂 53"9 中野 1正山小 3'12"2 正山小 2'51”3 
5 0 m フ 200 m 

リ 2梅木孝之 5 1 " 1 河辺 松本沙矢香 57”1 中野 2 中野小 3'22"3 中野小 2'55”9 
背泳ぎ I リレ ー

3片山弘志 l'01”6 中野 伊藤愛那 l'0 1’’8 大谷 3 河辺小 3'37" 7 河辺小 3'22’'7 
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青年団だより
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一喜多郡バレーボール大会結果一
日時：平成11年7月4日（日） 場所：長浜中学校

男子3位
第一試合肱川vs河辺

1 - 2 
肱川vs五十崎
2 - 0 

女子準優勝
第一試合肱川vs長浜

0 - 3 

第二試合

第三試合肱川vs内子
2 - 0 

第四試合肱川vs長浜
1 - 2 
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レ ン
保健センター
匹34-2340 

グ1-
［行事予定表〕

種別 日（曜） 1,了- 事 場 所 時 間

正覚集会所 9 :30,..___,10:20 
2 （木） 健康相談

成
羽座谷集会所 10:40,..._,11:30 

中居谷集会所 9 :30,...__,10:20 
8 （水） 健康相談

人
月野尾集会所 11:00~11 :50 

9 （木） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 g : 30'"'""'13:00 

保
10（金） リハビリ教室 保健セソター 9 :00~ 

14（火） 健康相談 保健セソター 9 :30,...____.,11:00 

17（金） 健康づくり料理教室 中津集会所 10: 00,-.___, 14: 00 
健
22（水） 元気印教室 保健セソター 13:30,-..._;14:30 

28（火） リハビリ教室 肱川町公民館 10:00~ 

母子 21（火） 幼児教室 保健セソター 9 :30~ 

保健 29（水） 乳児健診 保健セソター 13:00,...__,14:oo 

精
3 （金）

神 10（金）

保
デイケア 保健セソター 8 :30,......,16:30 

17（金）

健
24（金）

日（曜） 主 な 19了- 事

2 （木） 民生委員会

5 (日） スポレク祭'99喜多郡大会

7 （火） 不用犬引取り

10（金）
肱川筏下り

肱川を語るタベ

11（土） 第 3回ふれあいの旅

12 (日） 肱川中体育大会

15（水） 各地区敬老会

16（木） 農業委員会

21（火）
定例部落長会

不用犬引取り

22（水） 古紙収集

23（木）
肱川イベソト松山広場

予子林小運動会

26(日）
中野小・大谷小運動会

大洲高校肱川分校体育祭

28（火） 税出張受入れ

9月の不燃物収集

9月16日（木）から

（出すのは15日中に）

収集地区 小畑井・萩野尾・汗生・

肱栄 ・大和・ 小藪 ・中野 ・鹿野川・

大谷地区

収集日

，
 

月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

5 (日） 久保
医院

25-0158 
（新 谷）

肱 J 11 医院 25-2915 
12 (日）

（菅 田）

清 水 医院
（長 浜）

52-2883 

15（水）
三瀬医院

26-0003 
（八多喜）

19(日） 城戸眼科医院 24-3008 
（末広町）

般
23（木）
藤本外科医院

24-2310 
（中町）

26(日）
村上内科医院

23-3500 
（北只）

救 月・火 市立大洲病院
24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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